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フ ラ ン ス
印象派の理論は宇宙の物象は吾人日常の眼を以て見るが
如く物象其物には何等特殊の定まりたる色彩を有するものに非ず，空氣及光線の作用により
時々刻々全く異りたる色を呈するものなりとなす。此の理論に照して彼等印象派の畫家は北
齋の山水板畫を以て其の最も成功せる例證となしたり（37）。
荷風はフランス印象派との類似性をみとめ，北齋が後期印象派の勃興に寄与するところが大で
あったといって，「殊にドガの踊子軽業師，ホイスラアが港灣溝渠の風景の如き凡て活躍動揺の
姿勢を描かんとする近世洋畫の新傾向は，北齋によりて其の畫題を暗示せられたる事僅少なら
ず」（38），とした。
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5 結 び
イギリスの唯美主義に日本美術（浮世繒）がどうかかわっていたのかを通覧した。浮世繒がど
のような経路をたどってイギリスへ流入したのか，そこにおける画家ホイッスラーが果たした役
割，そして，二人の耽美派作家，谷崎潤一郎，永井荷風と夏目漱石を対象にして日本における浮
世繒のとりあげかたを論じてみた。
1853年のペリー来航以来，日本は国内的には多くの血を流しながら一気呵成に西洋化の道を
たどってゆく。しかし，その時点ですでにヨーロッパでは『モーパン嬢』「序文」に見られるよ
うな文明に対する憎悪ともいうべきものが生まれていた。文明開化を成し遂げた日本が明治の終
わりに到達した一つの感慨が漱石の「現代日本の開化」であった。この講演の底には，漱石のイ
ギリス経験があったのは間違いない。
彼は世紀の変わり目1900年（明治33年）10月28日夜にロンドンに入る。入国早々ヴィクト
リア女王の崩御にも遭遇したりするが，イギリス生活で漱石の胸中に去来したものはなんであっ
たか。ひとり優越感に浸ることもあれば，劣等意識にさいなまれることもあった。彼は日記とい
う媒体に，折に触れてイギリス人，イギリスという国について心情を吐露している。1901年2
月21日の日記に漱石はこう書いた。「西洋の社会は愚
ぐ
な物だ。こんな窮屈な社会を一体だれが作っ
たのだ」（39）。同年3月12日の日記では，「西洋人は執濃
し つ こ
いことがすきだ。華麗なことがすきだ。
芝居を観ても分る。食物を見ても分る。建築及
および
飾粧を見ても分る。夫婦間の接吻や抱き合うの
を見ても分る。これが皆文学に返照している故に酒落
しゃらく
超脱の趣に乏しい」と記している。漢学の
素養を備え，日本文化の体現者ともいうべき漱石は，イギリスを知れば知るほど肌合いの違いを
実感した。文明国の仲間入りをした新参者の日本と栄華を誇る大英帝国，双方のありかたとその
歴史に思いをはせたとき，イギリス人，フランス人，ドイツ人それぞれ自国が天下一の強国と称
し，ギリシアもローマも亡びたヨーロッパの歴史を顧みると，「日本は過去において比較的に満
足なる歴史を有したり。比較的に満足なる現在を有しつつあり。未来は如何あるべきか」と漱石
は考えた。漱石のだした結論は，得意にならずに，「黙々として牛のごとくせよ，……汝の現今
に播く種は，やがて汝の収むべき未来となって現わるべし」（40）というものであった。
ある意味で，漱石と谷崎は西洋文明化した日本に対し，日本はこれでよかったのかという同じ
思いを抱いたが，漱石は「自己の確立」の方向へとかじを取り，谷崎は唯美的なるものへとかじ
をきった。
西洋における唯美主義の発生には，ゴーチエに見られるように現代文明への抗いからの経路が
存在し，同時に日本美術への開眼という二つの要素があいまって唯美主義的風潮の発生，促進を
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厠
かわや
の誘惑
みたと考えられる。まさにそれは日本の開国が大きな引き金となった。だがその風潮もやがて荷
風が北齋について書いたころには，すでにヨーロッパでは消滅し，というよりはヨーロッパの画
家たちには自明のこととして自家薬籠中のものとなっていた。その意味で唯美主義とは19世紀
末における一つのエポックだったといえるし，日本では，谷崎，荷風のあとを川端康成，三島由
紀夫などが後を継ぎ，日本の風土に根差した美を追い求めた。荷風の書いた次の詩はその日本の
美の真髄をよく表している。
生きてかひなき世と知りながら
なにとて我は死なで在りや。
この世には美とよぶものゝあればなり。
美はいづこより來るれるや。
美は詩篇より來る。
詩篇はたくみなる言葉より來る。
巧
たくみ
なる言葉はいづこより來れる。
そはメロディーより來る。
メロディーはいづこより來れる。
そは悲しみより來る。
悲しみは人の本性より來る。
本性は傳統より來る。
傳統はいづこよりか來れる。
傳統は絶えざる人の世の流より來る。
……（41）
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